
腕部を備えるマッサージ機を扱う分野であれば、どの分野でも利用可能です。

マッサージ機の腕部に活用することができる技術です。

①特許第3727648号（延設された外側支持部）

②特許第4176812号（肘掛部の構造）

③特許第4629703号（開口が真横+エアセルの取付）

④特許第4719756号（開口が真横+エアセルの取付）

⑤特許第4949156号（肘掛部の構造に関する技術）

⑥特許第5009445号（開口が横+互いに対向）

⑦特許第5220933号（左右のエアセルが独立）

⑧特許第5367887号（肘掛部のエアセルの配置）

⑨特許第5701952号（開口が斜め上方を向く）

⑩特許第5706568号（肘掛部のエアセルの配置）

⑪特許第6562617号（掴み機構）

⑫特許第6603056号（掴み機構）

⑬掴み機構（特許第6663624号）

⑭掴み機構（特許第6663625号）

⑮掴み機構（特許第6861441号）

⑯掴み機構（特許第6873596号）

①延設された外側支持部

②肘掛部の構造

③開口が真横+エアセルの取付

④開口が真横+エアセルの取付

⑤肘掛部の構造

⑥開口が横+互いに対向

⑦左右のエアセルが独立

⑧肘掛部のエアセルの配置

⑨開口が斜め上方を向く

⑩肘掛部のエアセルの配置

⑪掴み機構

⑫掴み機構

⑬掴み機構（特許第6663624号）

⑭掴み機構（特許第6663625号）

⑮掴み機構（特許第6861441号）

⑯掴み機構（特許第6873596号）

構造に関腕の構造に関する技術

技 術 の 必 要 性

対 象 特 許 権

対 象 特 許 権 の 概 要

利 用 分 野



① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮ ⑯

代 表 図

構造に関腕の構造に関する技術



提供条件等については、別途ご相談ください

①権利満了日：2022/3/11

第2空気式マッサージ器 胴体側部用の第1空気式マッサージ器と上腕及び肩用の第2空気式マッサージ器を有する

第2空気式マッサージ器は、上腕の外側部に対応する位置から、背凭れ部に沿って

第1空気式マッサージ器 第1空気式マッサージ器より上方へ、肩の外側部に対応する位置付近まで延設

＆腕及び肩の前方まで延設

②権利満了日：2022/3/11

カバー部

第2部分

エアセル

第3部分

第1部分、第2部分のそれぞれに空気袋が設けられている

第2部分における左右方向内側部分の前後方向寸法が、第3部分の前後方向寸法よりも小さくなるように構成

第1部分

特 許 権 の 提 供 条 件 等

活 用 イ メ ー ジ と 権 利 期 間

構造に関腕の構造に関する技術



③権利満了日：2022/4/19

空気袋群

開口 肘掛けの上に配設される一対の保持部は、各々の開口が真横を向き+

開口同士が互いに対向するように配設

空気袋群は、開口側の部分の方が奥側の部分よりも立ち上がるように構成

開口側 奥側

④権利満了日：2022/4/19

空気袋群

開口 一対の保持部は、各々の開口が真横を向き+開口同士が互いに対向するように配設されている

空気袋群は、開口側の部分の方が奥側の部分よりも立ち上がるように構成

開口側 奥側

⑤権利満了日：2027/7/24

肩部

上腕部

前腕部

前腕部、上腕部、肩部の相対位置が定まった腕部支持壁を備え、

腕部支持壁は、下側壁面を有し、開口と施療部とを備える

構造に関腕の構造に関する技術



⑥権利満了日：2022/4/19

開口

保持部の内面には空気袋が設けられている

一対の保持部は、各々の開口が横を向き+開口同士が互いに対向するように配設されている

保持部

⑦権利満了日：2022/4/19

左腕用の保持部に設けられた空気袋と、右腕用の保持部に設けられた空気袋とを夫々独立に駆動させる

⑧権利満了日：2022/4/19

第1保持部分

上腕を保持する第１保持部分と前腕を保持する第２保持部分を有する

 
第2保持部分は、外殻部の内面に設けられた第1空気袋と複数設けられた第2空気袋を有する

第2保持部分

第1空気袋

第2空気袋

構造に関腕の構造に関する技術



⑨権利満了日：2022/4/19

開口

保持部は、幅方向に切断して見た断面において開口が左右内側であって

斜め上方を向いて配設されている

⑩権利満了日：2022/4/19

第1保持部分

空気袋

上腕を保持する第1保持部分には、後方及び外側方から上腕に圧迫刺激を与える空気袋がある

⑪権利満了日：2034/11/12

マッサージ部材

第1部材

第2部材

第1部材（マッサージ部材を含む）を空間を狭くする方向へ変位+開口側の方向へ

変位させる掴み機構を有する

 
掴み機構は、第2部材を開口側と反対側の方向へ変位させる

構造に関腕の構造に関する技術



⑫権利満了日：2035/6/19

第1部材

第2部材

第1部材と第2部材とを相対的に接近させる動作と、膨張状態のエアセルと共に第1部材を空間の開口側と

反対側の内の少なくとも一方側の方向へ移動させる動作を行うマッサージ機構部と、

第1部材と第2部材とを相対的に接近させる動作を行わせる第1動作機構と、

第1部材を空間の開口側及びその反対側の内の少なくとも一方側の方向へ移動させる動作を行わせる第2動作機構と、 を有する

開口側 反対側

⑬権利満了日：2035/6/19

筋繊維の方向に交わる面内方向

筋繊維の方向 第一機構部

掴み揉みが行われている状態で筋繊維の方向へ沿った移動方向へ施療部を動かす第一機構部と、

掴み揉みが行われている身体部位の筋繊維の方向に交わる面内方向かつ

第二機構部 押圧部材による押圧方向と直交する方向へ、施療部を動かす第二機構部と、を備える

⑭権利満了日：2035/6/19

押圧部材

第１施療部材 第２施療部材

機構部は、対の押圧部材同士の相対的位置関係が変化するように、対の押圧部材の少なくとも

いずれか一方の押圧部材を、対の押圧部材が対向する方向以外の面内方向へ動かすよう構成

掴み揉みが行われている状態で、第１施療部材と第２施療部材との相対的位置関係が変化するように、

少なくともいずれか一方を、面内方向へ動かすよう構成

機構部は、第１施療部材及び第２施療部材を、面内方向へ動かす

面内方向

構造に関腕の構造に関する技術



⑮権利満了日：2035/6/19

第２リンク部材（第２後退位置）

第１後退位置と第１前進位置との間を往復動作する第１リンク部材と、

第１リンク部材（第１後退位置） 第２後退位置と第２前進位置との間を往復動作する第２リンク部材と、を有する

身体部位を第１リンク部材と共に第２リンク部材が第２前進位置へ移動して

第２リンク部材（第２前進位置） 掴む動作を行うことが可能であると共に、第１リンク部材と共に第２リンク部材が

移動してマッサージ動作を行うことが可能

第１リンク部材（第１前進位置）

⑯権利満了日：2035/6/19

第１エアセルを有するマッサージ部と、第１部材を第２部材に対して接近及び離反させて身体部位を挟む動作を行うための動作部と、を有する

動作部は、軸線回りに回転可能であり当該軸線に設けられた傾斜カムと、傾斜カムを軸線回りに回転させる駆動部と、を有する

マッサージ部

第１部材

傾斜カム

第2部材

構造に関腕の構造に関する技術


